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Cormack-Lehane 分類は I：98 名、Ⅱ：2 名でⅢおよびⅣの患者は認めなかっ
た。全体の気管挿管成功率は 99％(99/100)で 1 例のみ食道挿管を認めた。食道
挿管症例は迅速に麻酔科医師が気管挿管した。食道挿管の 1 例および時間が正




初回手技での成功は group Aでは 96％(47/49)で、group Bと比較して有意に高
かった(p＜0.0001)。また歯牙圧迫の合併症も group Aで有意に少なかった(p＜














救急救命士の AWS 認定プログラムにも従来と同様の 30 症例のマッキントッシ
ュ型喉頭鏡での気管挿管実習が事前要件として求められているが、我々の結果
からは AWSの手技習得には必要でないと考えられる。本調査は今後の AWSを
用いた気管挿管の病院実習教育プログラムの整備に寄与しうる有用な研究であ
る。 
